
第 75 回

平成24年度阿南市総合防災訓練に援助として参加。（陸上自衛隊徳島駐屯地）

　
「
個
の
力
を
結
集
し
て
、
民
間
か
ら
防
災
・

減
災
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」。
そ
ん

な
思
い
が
形
と
な
り
、
平
成
24
年
１
月
１
日
、

全
国
で
も
珍
し
い
防
災
士
の
グ
ル
ー
プ
「
阿

南
防
災
士
の
会
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
現
在
、

会
員
は
32
人
。
ど
こ
に
い
て
も
つ
な
が
っ
て

い
る
「
空
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ロ
イ
ヤ
ル
ブ

ル
ー
の
ベ
ス
ト
と
帽
子
が
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク

の
防
災
エ
キ
ス
パ
ー
ト
集
団
で
す
。

　

防
災
士
と
は
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
で

減
災
と
社
会
の
防
災
力
向
上
の
た
め
の
活
動

が
期
待
さ
れ
、
か
つ
、
そ
の
た
め
に
十
分
な

意
識
・
知
識
・
技
能
を
有
す
る
人
で
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
防
災
士
機
構
か
ら
認
定
を

受
け
た
人
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
全
国
で

５
万
２
７
４
６
人
（
７
月
末
現
在
）
の
方
が

資
格
を
有
し
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。

　

防
災
士
の
役
割
は
、
大
き
く
分
け
て
３
つ

あ
り
ま
す
。
❶
災
害
時
の
公
的
支
援
が
到
着

す
る
ま
で
の
被
害
の
拡
大
軽
減
❷
災
害
発
生

後
の
被
災
者
支
援
の
活
動
❸
平
常
時
の
防
災

意
識
の
啓
発
、自
助
・
共
助
活
動
の
訓
練
で
す
。

「
阿
南
防
災
士
の
会
」
で
は
、
地
域
の
防
災
訓

練
な
ど
に
参
加
し
て
、
防
災
・
減
災
に
関
す

る
知
識
や
技
術
を
還
元
す
る
ほ
か
、
情
報
の

共
有
化
を
図
り
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の

研
修
会
や
講
習
会
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

会
長
の
西
尾
博
幸
さ
ん
（
64
歳
・
長
生
町
）
は
、

「
会
員
一
人
一
人
が
使
命
感
を
持
っ
て
、
有
効

な
活
動
が
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
私
た

ち
の
活
動
を
よ
り
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た

だ
き
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
連
携
・
協
力
し
て

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た

い
。」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
版
「
防
災
白
書
」
で
は
「
新

し
い
公
共
の
力
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
防
災

士
。
東
日
本
大
震
災
後
の
防
災
意
識
の
高
ま

り
の
な
か
で
、
防
災
士
へ
の
期
待
は
ま
す
ま

す
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

防災とボランティアの日（１月17日）に行われた発足式の様子。

阿南防災士の会


